
再処理工場における定型的保守作業 （Ｎｏ．２－Ｃ－０６） 

 

 件   名 

 

 

粉砕機固定ボルトの緩みに伴う復旧作業 

 

 事象の概要 

 

 

 

（１）対象場所：機器 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（グローブボックス内）：粉砕機 

 

 

（２）設備の概要 脱硝設備で生成したウラン・プルトニウム混合酸化物の粉末の粒の大きさを整えるため、粉砕処

理する装置。 

 

 

（３）保守理由 グローブボックス内に設置されている粉砕機の運転に伴い、固定ボルトに緩みが生じたことによ

る粉砕機の停止。 
 

 

 

 

（1） 保守作業手順に従いグローブボックスを介して直接保守にて、ボルトを適切に締め付け、

必要に応じてボルトの交換等を行う。 

 

 保守作業の概要 

 

（2） 作動確認を行い、操作手順に従い運転を再開する。 

□遠隔保守 □遠隔操作    □移動式遠隔操作    □運転操作 

■管理区域内保守 
□セル内作業        □ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ内作業  

■ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ内作業  □その他管理区域内作業 ■直接保守 

□非管理区域内保守 

保守方式 

□遠隔保守＋直接保守 
 

保守作業の対象 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等
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・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

 

粉末 
粉砕機

グローブボックス内

粉砕機の振動が伝

播することによるボ

ルトの緩み 


